
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
  
 
  
 
  
 
 
 
 

 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
  

平成３０年１１月９日 
練馬区立田柄小学校 
養護教諭 浅川 沙織 

 朝、夕冷え込むようになり、秋の深まりを感じます。日中は気温が高くなることも多く、一日の

気温差が大きく体調を崩しやすい時期でもあります。この時期は、脱ぎ着しやすい服で登校するこ

とをおすすめします。登校時は上着を着る、日中は厚手のトレーナー１枚ではなく、下着を着て薄

手の長袖を着る。そうすると服と服の間に暖かい空気の層ができるので、厚手のもの一枚より暖か

く、動きやすくなります。ぜひご家庭でも声掛けをお願いします。 
先月(１０月)の感染症状況・・インフルエンザ(１名)、感染性胃腸炎(１名)、溶連菌感染症(１名)、
手足口病(１名) 
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☆早ね早おきにチャレンジし、やってみると気持ちいいなぁと思いました。(４年児童) 

〇やるべきことを先にやって好きなことをする等、時間の使い方を少しでも意識すると、早く寝られ

ると思うのでやってほしい。(５年保護者) 

〇どうしても夜遅くなってしまいますが、このチャレンジカードがあると少しでも意識できるので良

いと思います。(６年保護者) 

低学年は９時、中学年は９時半、

高学年は１０時までに寝るのが理

想です。田柄小では半数以上の児童

が理想の睡眠時間を取れています。 
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良い姿勢 

☆計測の時に姿勢が悪いと肺や胃などにもえいきょうをすると聞いたので、良い姿勢が

できるようにしたい。(６年児童) 

〇姿勢はなかなか直らず、テレビを見る時の姿勢も気になります(３年保護者) 

排便 

☆まいにち、チェックをして、どんなウンチかをみるのがたのしかった。(１年児童) 

〇この機会に朝ご飯後、必ずトイレに座るようにしたら、毎日出るようになりました。

ぜひ今後も毎日のトイレを促していきたいと思います。(１年保護者) 

〇日頃、排便については、本人に任せていますが、この期間中は体調も分かるため有り

難かったです。(４年保護者) 

チャレンジアップの期間、姿勢を意識

している児童が半数いる。その一方で自

分の姿勢が良いかどうか分からない児

童が多くいることが分かった。大人が良

い姿勢の時に声掛けをすることを校内

でも確認しました。 

１年生には、便は今自分が健康か

どうか分かる大事なものという

指導をしたので、半数以上の児童

が良く見ると回答していました。

さらに声掛けをして、広めていけ

ればと思います。 



 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 

 
 
 
 
  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

6年

５年

４年

３年

２年

1年

友達と遊ぶ時は、外遊びをしますか

外で体を動かして遊ぶ

外でおしゃべり等をす

る

家の中で遊ぶことが多

い

0% 20% 40% 60% 80% 100%

6年
５年

４年

３年

２年

1年

家族に「おはよう」や「おやすみ」の

あいさつをしていますか

毎日している

たまにしている

ほとんどしない

外遊び 

あいさつ 

 外遊びは、学年関係なく、

体を動かして遊ぶ傾向があ

るかどうかは小さい頃から

の習慣によるものが大きい

ことが感じられました。男

子は高学年になっても外遊

び(体を動かす)をする傾向
が多く見られました。 

こちらも学年関係なく、

小さい頃からの習慣による

ものが大きいことが感じら

れました。 
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 学校では、休み時間は外

遊びをすることを指導して

います。 
家遊び中心の場合は、休日

は、ぜひ家族で外遊びをし、

遊ぶ楽しさを味わい、体力

作りにつながっていければ

と願っています。 

高学年になっても家庭であいさつができる児童が多い田柄小は、素敵だな

ぁと思います。ぜひ校内でのあいさつにも繋げていけるように、生活指導

委員会でも話しました。 

・テレビ、ゲーム、パソコン等のIT機器を合わせるとその視聴時間が気に

なるという保護者が一番多かった。特に中学年でその傾向が強く見られた。 

→校内の生活指導委員会では、まずテレビやゲームも使用時間を家庭で決

めることが、将来SNSルールを決めることにつながっていくのではと話

が出ました。ルールを決めても実行させるのが大変ではありますが、ぜひ

話す機会を作っていただければと思いました。 

 

 

・続いて寝る時間(特に中、高学年)、姿勢(特に低学年)という順に気になる

という回答があった。 

→☆チャレンジカードにただ〇をつけるのではなく、しっかり考え一日一

日目標をもって過ごしており、成長を感じました。(２年保護者) 

ぜひこのご家庭のようにチャレンジ期間を生活を見直すと同時に、お子さ

んのできていることを褒める期間としていただき、ステップアップしてい

ければと願い、続けています。 


